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熊に注意！

総会の様子

農地パトロール実施農地パトロール実施 農業者年金に加入しよう農業者年金に加入しよう

北五地区農業委員会大会
決議要望書提出

「農の雇用事業」参加者募集！「農の雇用事業」参加者募集！
　農業委員・農業委員会
職員・農林水産課職員が
耕作放棄地の現地調査を
行いました。今回の調査
で耕作放棄地が解消され
た面積が47,676㎡、新た
な耕作放棄地と認定され
た面積が26,245㎡ありま
した。耕作放棄地は雑草
の繁茂や病害虫の発生、
近隣農地への悪影響や規模拡大を阻害するなど、農地の機能低下
を招く要因となりますので、調査結果を踏まえ農地所有者に対し

て意向調査を実施しなが
ら、農地中間管理事業等
の利用希望や所有権の移
転もしくは賃借権の意思
確認をしながら、農業者
が安心して農業に従事で
きるよう、農地の有効利
用や耕作放棄地の解消に
向けご協力をお願いしま
す。

　10月12日㈬市農業委員会（会長・斎藤靖裕）は、平成28年第３
回総会を開催し、議案の審議を行いました。
　今回提出された案件は『耕作放棄地が「農地」に該当するか否
かの判断について』で、非農地とした14筆・7,996㎡について、
一筆ごとの対象地の現状は、多くの場合「道路や河川等で分断さ
れた休耕状態であり、今後も耕作の見込みがなく農地としての復
元が極めて困難なことから、対象地を非農地とした。
　委員からの質疑があり、「農地を保全することが目的であり、
今後も委員の皆様と協力しながら保全に努めていきます。」と答
弁し、原案のとおり承認されました。

　農業者年金は経営者だけでいいですか？後継者や奥さんも加入で
きる公的年金です。農閑期には経営の相談と一緒に、家族みんなで
老後の暮らしについても考えてみましょう！　
　新農業者年金は積立方式で加入者が納付した保険料と運用収入を
基礎として、原則65才（60才まで繰上げ受給を選択可能）から農業
者老齢年金が受給できます。
①保険料の額は自由に決められます。（月額２万円から６万７千円）
②終身年金で80才までの保証付きです。
③公的年金ならではの税制上の優遇措置が受けられます。
④国からの保険料助成が受けられます。（受給要件があります。）
⑤途中で脱退された場合は、脱退一時金は支給されませんが、それ
までの加入者が支払った保険料と運用益が加入期間にかかわらず、
将来農業者年金として支給されます。

【問合せ先】 市農業委員会　℡35－2111（内線2772）

ア　年間60日以上農業に従事する
イ　国民年金１号被保険者（保険料納付免除者を除く）
ウ　20才以上60才未満の方

　９月28日㈬北五地区農業委
員会協議会（会長・斎藤靖
裕）の会員及び事務局職員13
名が、北五地区農業委員会大
会で決議された、要望事項４
件を西北地域県民局地域農林
水産部の藤田部長に要望書と
して提出するとともに、三村
県知事、油川県農林水産部長

へも要望書の提出依頼し、農業者の代表として、地域の農業者が抱
える不安を解消していただき、要望実現に向け強力に県及び国に対
して、働きかけてもらうようお願いしました。

後継者にも農業者年金を！後継者にも農業者年金を！後継者にも農業者年金を！
　全国農業会議所では、農業法人等が新たに就業希望者を雇用して実施する研修
に対して助成を行う「農の雇用事業」の参加者を募集します。事業の対象となる
研修生は、平成28年２月１日～平成28年10月１日の間に正社員として原則45歳未
満で採用され、研修開始時点で正社員としての就業期間が４ヶ月以上となる方
（雇用就農者育成タイプ）です。
　事業の実施を希望される農業法人等の方は、平成28年10月17日～平成28年12月
15日（必着）までに（一社）青森県農業会議に必要な申請書類を提出してください。
　応募の際は以下の要領の具体的な内容にご注意ください。

　農業法人等が新規就業者を新たに雇用して実施する、農業生産技術や経営ノウ
ハウなど就農に必要な技術を習得させるための研修について、最長２年間助成し
ます。
　なお、本事業は、雇用就農者の確保・定着を促進するため、農業法人等が新規
就農者に対して行う実践研修を支援するものです。経営資金や従業員に対する賃
金の補助を目的とした事業ではありませんので、実施についてご留意ください。
１　助成額及び助成期間
（1）研修に対する助成
　農業法人等が新規就業者（以下「研修生」という。）を新たに雇用し、就農に
必要な技術・経営ノウハウ等を習得させるための実践的な研修や外部専門家によ
る研修等に対して助成します。
　ア　助成額　　研修生１人当たり　年間最大 120万円
　　　　内訳　①新規就業者に対する研修費※１　月額最大 97,000円
　　　　　　　②指導者研修費※２　　　　　　　年間最大 36,000円
　※１　助成額の上限は、９万７千円又は研修生に研修実施月に支払った賃金

月額のいずれか低い金額となります。
　※２　指導者自らが人材育成手法や労務管理等を習得する研修に要する費用。
　イ　助成対象経費
①新規就業者に対する研修費
　（ア）農業法人等の指導者が、研修生に対して技術・経営ノウハウ等を習得させ

るために行う研修経費、就業上必要な各種資格取得のための講習費、テキス
ト購入費、受験料

　（イ）研修生が外部講師（先進的な農業法人、専門的な知識を有する者など）か
ら指導を受けた際の謝金、研修生が参加する技術・知識取得に関するセミナ
ー受講料

　（ウ）研修実施及び資格取得に必要な交通・宿泊費
　（エ）研修生を対象に加入する雇用保険料、労働者災害補償保険料の事業主負担

分　※社会保険（厚生年金保険料、健康保険料）の事業主負担分は対象とな
りません。

②指導者研修費
　　研修生を指導する者又は経営者等が、農業法人等における人材育成や労務管
理等の向上に必要な知識を習得するため、専門的な知識を有する者等から指導
を受ける際の謝金やテキスト購入費、セミナー受講料、研修に必要な交通・宿
泊費等（①の研修期間中に実施するものに限ります。）。
ウ　助成期間　最長２年間（研修実施期間が３ヶ月未満は、助成金は交付あり
ません。）

　　★事業に関する問合せ先　（一社）青森県農業会議　℡017－774－8580

（平成28年度第５回募集）

農業者年金加入資格

Ⅰ　助成内容
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平成28年11月現在平成28年11月現在平成28年11月現在平成28年11月現在
　下記の農地について、受け手を捜しています。価格等の条
件は交渉できる場合もあります。農地の位置図もありますの
で興味のある方は、事務局農地係までご連絡ください。

・掲載されている他にも情報はありますのでお問合せください。
・農地を売りたい方・買いたい方、貸したい方・借りたい方は、
農業委員会にご相談ください。

受付
番号 区分 農地所在 地目 ほ場

整備
面積
(ａ)

利用
状況

10ａ当り
希望価格

117 売渡 金木町嘉瀬駒留 田 済  1.70 水　稲 交渉次第
118 売渡 金木町嘉瀬駒留 田 済  3.92 水　稲 交渉次第
120 貸付 金木町喜良市坂本 畑 19.17 休耕畑 5千円～1万円
121 貸付 金木町喜良市坂本 畑 13.63 休耕畑 5千円～1万円
122 貸付 金木町喜良市坂本 畑 13.71 休耕畑 5千円
123 売貸 金木町喜良市坂本 畑 25.90 休耕畑 応相談
124 売渡 高瀬字鷹ノ爪 田 未 25.27 そ　ば 15万円
125 貸付 原子字山元 畑 17.91 休耕畑 無償貸与
126 売渡 金木町芦野 畑  9.50 休耕畑 応相談

127 売渡貸付

俵元字松代 田 未 0.67
休　耕 応相談原子字紅葉 畑 32.54

豊成字田子ノ浦 田 未 2.15
128 売貸 金木町嘉瀬雲雀野 畑   8.41 休耕畑 応相談
129 売渡 金木町喜良市坂本 畑 19.50 休耕畑 応相談
130 売渡 金木町喜良市坂本 畑 10.61 休耕畑 応相談
131 貸付 金木町芦野 畑 9.10 休耕畑 応相談
134 売渡 金木町芦野 畑 15.62 休耕畑 交渉次第
135 売貸 原子字志多 田 済  0.72 休　耕 交渉次第
139 売貸 桜田字鴻ノ巣 畑 4.84 休耕畑 応相談

140 貸付 飯詰字森越 田 済 23.00 転作作物 2.7万円（平均的な賃料希望）
142 売貸 毘沙門字中熊石 畑 6.22 休耕畑 応相談

143 売渡 金木町嘉瀬雲雀野 田 未 3.07 休耕田 応相談
金木町嘉瀬萩元 1.16

146 売渡売買

持子沢字笠野前

畑

5.89 プルーン 貸借10ａ当り11,000円
売買価格25万円

持子沢字隠川
31.21 りんご 貸借10ａ当り11,000円

売買価格25万円

49.58 りんご 貸借10ａ当り11,000円
売買価格25万円

150 売渡 原子字山元 畑 31.12 休耕畑
総額10万円平成
33年まで果樹不
可一般畑作可

154 貸付 金木町浮洲
金木町蒔田酒井 田 済 34.22

0.62 水　稲 2万円

155 貸付 新宮松元 田 未 1.35 休耕田 応相談
156 売渡 姥萢桜木 田 未 29.00 休耕田 応相談
157 売渡 金木町喜良市坂本 畑 23.60 休耕畑 応相談
158 貸付 金木町喜良市坂本 畑 19.86 休耕畑 応相談
159 貸付 金木町芦野 畑 9.06 休耕畑 応相談
162 売渡 松野木字影日 田 未 133.38 休耕田 応相談
164 売渡 鶴ヶ岡字川袋 田 未 30.16 転作作物 応相談
166 売渡 稲実字開野 田 未 105.12 水　稲 応相談

167 売渡 米田字篠原
稲実字開野 田 済

未
1.37
0.53 水　稲 応相談

170 貸付 雛田 田 未 35.0 水　稲 米1.5俵の価格

171 売渡 長富字鎧石
長富字竹崎 田 未 65.49

1.33 水　稲 応相談

173 売渡 金木町芦野 畑  9.94 休耕畑 応相談
175 貸付 漆川字浅井 畑 8.32 休耕畑 応相談

176 売渡 金木町喜良市坂本
金木町喜良市相野山 畑 20.39

220.84 休耕畑 応相談

178 貸付 梅田字福浦 畑 16.04 応相談

180 売渡 高野字柳田 樹園地 15.11 果　樹 応相談
畑 13.17 休耕畑

182 売貸 金木町芦野 畑 4.26 野　菜 応相談

184 売貸
金木町喜良市富田
金木町喜良市新富田 田　　　　未 24.16

9.92 転作作物 応相談

金木町喜良市坂本 畑 10.61 休耕畑
185 売渡 金木町浮洲 田 未 7.03 水　稲 10万円
187 売渡 金木町喜良市桔梗野 畑 19.35 休耕畑 応相談
188 貸付 金木町川倉七タ野 畑 101.75 休耕畑 5千円
189 売渡 金木町川倉宇田野 畑 14.84 休耕畑 応相談
191 売渡 長富字鎧石 畑 37.86 馬鈴薯 応相談
192 売貸 羽野木沢字見吉 田 未 17.50 休耕田 応相談

193 売渡売貸
梅田字間瀬
羽野木沢字見吉 田 未 1.17

29.57 休耕田
売買25～30万円
貸借応相談

194 売渡 米田字八重田 田 未 28.56 大　豆 30～40万円
195 売貸 金木町喜良市坂本 畑  20.16 野　菜 応相談

196 売渡 野里字牧ノ原 畑 20.27 休耕畑 15万円

197 売渡貸付

原子字紅葉 畑 31.29 休耕畑
原子字山元
原子字色吉 田 未 49.15

4.83 休耕田 応相談

200 売渡 持子沢字三原 田 済 25.70 水　稲 応相談

201 売渡 持子沢字笠野前 樹園地 16.29 果　樹 応相談
倉庫居宅含み

202 売渡 高瀬字鷹ノ爪 田 未 10.11 水　稲 応相談

203 売渡貸付

飯詰字狐野 畑 10.13 休耕畑
総額55万円飯詰字福泉 畑 23.90 休耕田

原子字色吉 田 未 4.37 休耕田
204 貸付 小曲字沼田 畑 10.87 休耕畑 応相談
205 売貸 野里字牧ノ原 畑 20.27 休耕畑 応相談

◎農地法第４条申請書、第５条申請書
•農地を農地以外のものとして使用する場合
　例：住宅建築・車庫・店舗
　毎月25日締切り（25日が市役所閉庁日の場合は翌日）
◎農地法第３条申請書、農用地利用集積計画書の同意、
競売・公売買受適格証明願
•農地を農地として貸借・売買する場合、競売・公売の
入札に参加する場合
　毎月25日締切り（25日が市役所閉庁日の場合は翌日）
◎あっせん申出書
•あっせんにより農地を貸借・売買する場合
　毎月５日締切り（５日が市役所閉庁日の場合は翌日）
【問い合わせ先】
市農業委員会農地係　℡35－2111　内線2776

〇平成28年12月農地部会・農業振興部会
　【12月９日㈮】場所：五所川原市民学習情報センター
〇平成29年１月農地部会・農業振興部会・総会
　【１月11日㈬】場所：五所川原市民学習情報センター
※法令により総会・部会等の会議は公開されております。
　また、会議録は農業委員会事務局にて縦覧できます。
【問い合わせ先】 市農業委員会　℡35－2111　内線2771

　

　今回、講演をお願いしました佐藤可奈子
さんは学生時代にアフリカの紛争解決や人
道支援などを学び、海外で働く希望を持ち長
期休暇をケニアやルワンダで過ごしました。
　そんな時〝紛争は人のこころから生れるん
だ〟と気付き、根本的な問題の解決を図りた

い思いから、日本を足元から見直し始めた時に中越地震復興
ボランティアと出会い、新潟県十日町市の６軒13人の池谷集
落を訪れるようになり、そこに住む人々の「ぶれずまっすぐ大
地に向き合う姿」を目の当たりに素直にこんな大人になりたい
と感じ、大学卒業と同時に移住と就農して６年目になり、今は
地元の青年と結婚し１歳の娘もおり、新潟県十日町市の農業
委員としても活躍されています。講演を聞いて農業に対する情
熱と地域の活性化に対する想いを感じ取って下さい。

１ 開催日時  平成28年12月16日㈮　10：00～
２ 開催場所  五所川原市「プラザマリュウ五所川原」
３ 申込締切  準備の都合により平成28年12月13日㈫ 先着120名
４ 参加申込  五所川原市農業委員会  ℡ 35－2111  内線2774
５ 参 加 料  無料

 ＜佐藤 可奈子＞　

食と農の講演会開催

～未来に続く農村のつくりかた～～未来に続く農村のつくりかた～
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